
 

 

［2013 年 10 月 24 日］ 
 

生物多様性に配慮し循環型社会の実現を目指す 

新しい屋上緑化技術「屋上はらっぱ*」を共同開発 

 

 

 

○リサイクル資材を用い地域独自の草地を再生する「屋上はらっぱ」を千葉大学けやき会館屋上に設置 

○公益財団法人日本デザイン振興会が主催する 2013 年度グッドデザイン賞を受賞 

 

鹿島建設株式会社 （社長：中村 満義）、国立大学法人千葉大学 （学長：齋藤 康）は、共同で地

域の生物多様性保全や循環型社会実現に貢献できる市民参加型の新しい屋上緑化技術（屋上はらっ

ぱ）」を開発しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「屋上はらっぱ」は、近年減少しているまちなかの空き地などの草地を、近隣植生と日用の廃材により

整備する市民参加型の新しい屋上緑化デザインです。従来、自動潅水装置やプラスチック製資材を用

い、樹林の形成を目的とした画一的な屋上緑化が普及していますが、コストや維持管理荷重等の課題

があり、市民のデザインや施工への参加も限られています。今回開発した屋上はらっぱは、市民が地

域生態系の調査、リサイクル資材の収集、デザイン、施工を実施し、自らが「緑」を作る楽しさを体験で

きる、環境に配慮した低コストで軽量な屋上緑化工法です。また、このような屋上は、ヒバリやスズムシ

など草地を好む生物の貴重な生息空間となり、生物多様性にも貢献できます。 

 

 

鹿島建設株式会社 

国立大学法人千葉大学 
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